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二

生
デ
ー
タ
を
速
や
か
に
、
か
つ
、
正
確
に
記
録
す
る
こ
と
。

三

自
ら
の
安
全
及
び
衛
生
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
試
験
の
実
施
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
健
康
上
の
問

題
を
有
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
を
試
験
責
任
者
に
報
告
す
る
こ
と
。

（
信
頼
性
保
証
部
門
の
責
務
）

第
十
条

試
験
施
設
は
、
運
営
管
理
者
に
よ
り
指
名
さ
れ
、
試
験
手
順
に
精
通
し
た
担
当
者
か
ら
な
る
信
頼
性
保
証
部

門
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

信
頼
性
保
証
部
門
の
担
当
者
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

標
準
操
作
手
順
書
、
主
計
画
表
及
び
試
験
計
画
書
の
写
し
を
保
存
す
る
こ
と
。

二

試
験
計
画
書
が
こ
の
省
令
の
規
定
に
従
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
調
査
し
、そ
の
記
録
を
保
存
す
る
こ
と
。

三

試
験
が
こ
の
省
令
の
規
定
、標
準
操
作
手
順
書
及
び
試
験
計
画
書
に
従
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
調
査
し
、

そ
の
記
録
を
保
存
す
る
こ
と
。

四

最
終
報
告
書
に
試
験
の
実
施
方
法
が
正
確
に
記
載
さ
れ
、
か
つ
、
生
デ
ー
タ
が
正
確
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
調
査
す
る
こ
と
。

五

試
験
施
設
の
設
備
及
び
管
理
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
調
査
し
、
そ
の
記
録
を
保
存
す
る
こ
と
。

六

第
二
号
か
ら
前
号
ま
で
の
調
査
の
結
果
を
書
面
で
運
営
管
理
者
（
試
験
場
所
管
理
責
任
者
が
指
名
さ
れ
て
い
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
試
験
場
所
管
理
責
任
者
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
試
験
責
任
者
に
報
告
す
る
こ
と
。

七

第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
確
認
を
行
っ
た
日
付
及
び
そ
の
結
果
並
び
に
当
該
結
果
を
運
営
管
理
者
及
び
試
験

責
任
者
に
報
告
し
た
日
付
を
記
載
し
た
文
書
（
第
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
「
信
頼
性
保
証
書
」
と
い
う
。）を
作

成
し
、
署
名
又
は
記
名
押
印
を
す
る
こ
と
。

八

そ
の
他
当
該
試
験
施
設
で
行
わ
れ
る
試
験
が
こ
の
省
令
の
規
定
に
従
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
保
証
す
る
た

め
に
必
要
な
業
務
を
行
う
こ
と
。

３

試
験
ご
と
の
信
頼
性
保
証
部
門
の
担
当
者
は
、
当
該
試
験
に
従
事
す
る
者
以
外
の
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
節

操
作
及
び
被
験
物
質
等
の
取
扱
い

（
試
験
系
）

第
十
三
条

物
理
的
化
学
的
試
験
系
と
し
て
物
理
的
化
学
的
デ
ー
タ
を
得
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
機
器
は
、
適
切
に
配

置
又
は
設
計
を
さ
れ
、
十
分
な
処
理
能
力
を
備
え
る
と
と
も
に
、
そ
の
機
能
が
維
持
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２

生
物
的
試
験
系
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

デ
ー
タ
の
信
頼
性
を
担
保
す
る
た
め
、
試
験
系
の
保
管
、
収
容
、
取
扱
い
及
び
管
理
を
行
う
た
め
に
適
切
な
条

件
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
。

二

新
し
く
受
け
入
れ
た
試
験
系
は
、
健
康
状
態
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
隔
離
さ
れ
る
こ
と
。

三

試
験
系
に
異
常
死
又
は
疾
病
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
当
該
試
験
系
の
ロ
ッ
ト
は
試
験
で
は
使
用
さ
れ
な
い
こ

と
。

四

実
験
開
始
日
（
試
験
で
生
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
た
最
初
の
日
を
い
う
。
第
十
六
条
第
一
項
第
七
号
及
び
第
十
八
条

第
一
項
第
八
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
、
試
験
系
に
試
験
の
目
的
又
は
実
施
を
妨
げ
る
疾
病
や
病
的
状
態
が
な
い
こ

と
。

五

試
験
系
が
試
験
中
に
罹
病
し
又
は
傷
害
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
試
験
の
完
全
性
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要

な
と
き
は
、
隔
離
さ
れ
、
治
療
が
施
さ
れ
る
こ
と
。

六

試
験
前
又
は
試
験
中
の
疾
病
の
診
断
及
び
治
療
に
つ
い
て
記
録
さ
れ
る
こ
と
。

七

試
験
系
の
入
手
源
、
受
領
日
及
び
受
領
時
の
状
態
の
記
録
が
保
管
さ
れ
る
こ
と
。

八

被
験
物
質
又
は
対
照
物
質
を
最
初
に
投
与
し
又
は
添
加
す
る
前
に
、
一
定
の
期
間
、
試
験
環
境
に
順
応
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
。

九

試
験
系
を
識
別
す
る
た
め
の
全
て
の
情
報
が
そ
の
収
容
場
所
又
は
容
器
（
適
切
な
頻
度
で
清
掃
し
、
衛
生
的
な

状
態
が
維
持
さ
れ
た
収
容
場
所
又
は
容
器
に
限
る
。）に
表
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
、
個
々
の
試
験
系

が
識
別
で
き
る
よ
う
適
切
な
表
示
が
行
わ
れ
る
こ
と
。

十

ほ
場
試
験
で
使
用
さ
れ
る
試
験
系
に
つ
い
て
は
、
飛
散
し
た
農
薬
又
は
過
去
に
使
用
し
た
農
薬
の
影
響
が
及
ば

な
い
よ
う
に
さ
れ
る
こ
と
。

（
被
験
物
質
及
び
対
照
物
質
）

第
十
四
条

被
験
物
質
及
び
対
照
物
質
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

被
験
物
質
及
び
対
照
物
質
の
特
性
、
受
領
日
、
有
効
期
限
、
受
領
し
た
量
及
び
使
用
し
た
量
の
記
録
が
保
管
さ

れ
る
こ
と
。

二

被
験
物
質
及
び
対
照
物
質
の
取
扱
い
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
及
び
保
管
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
均
一
性
及
び
安
定
性

が
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
汚
染
又
は
混
同
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
手
順
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
。

三

被
験
物
質
及
び
対
照
物
質
の
保
管
容
器
に
、
当
該
物
質
の
識
別
情
報
、
使
用
期
限
及
び
保
管
条
件
が
表
示
さ
れ

る
こ
と
。

四

被
験
物
質
及
び
対
照
物
質
の
ロ
ッ
ト
を
判
別
す
る
た
め
の
必
要
な
識
別
が
行
わ
れ
る
こ
と
。

五

被
験
物
質
が
試
験
委
託
者
（
試
験
施
設
に
試
験
を
委
託
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）か
ら
提
供
さ
れ
る
場
合

に
は
、
試
験
委
託
者
と
試
験
施
設
と
の
間
に
、
試
験
で
使
用
さ
れ
る
被
験
物
質
の
同
一
性
を
確
認
す
る
た
め
の
協

力
体
制
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

第
三
節

試
験
施
設
、
機
器
、
材
料
及
び
試
薬

（
試
験
施
設
）

第
十
一
条

試
験
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

試
験
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
面
積
及
び
構
造
を
有
す
る
こ
と
。

二

各
試
験
の
適
切
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
、
異
な
る
操
作
を
適
切
に
分
離
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
構
造
を
有

す
る
と
と
も
に
、
十
分
な
数
の
部
屋
又
は
区
域
を
有
す
る
こ
と
。

三

疾
病
の
診
断
、
治
療
及
び
管
理
を
行
う
部
屋
又
は
区
域
を
有
す
る
こ
と
。

四

試
験
を
実
施
す
る
部
屋
又
は
区
域
と
機
器
を
保
管
す
る
部
屋
又
は
区
域
が
分
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

五

被
験
物
質
又
は
対
照
物
質
の
受
領
及
び
保
管
を
行
う
部
屋
又
は
区
域
と
媒
体
（
被
験
物
質
及
び
対
照
物
質
を
容

易
に
試
験
系
に
投
与
し
又
は
添
加
す
る
た
め
、
混
合
、
分
散
又
は
可
溶
化
を
す
る
目
的
で
使
用
さ
れ
る
物
質
を
い

う
。
第
十
四
条
第
六
号
に
お
い
て
同
じ
。）と
被
験
物
質
と
の
混
合
を
行
う
部
屋
又
は
区
域
が
分
離
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

六

被
験
物
質
又
は
対
照
物
質
の
保
管
を
行
う
部
屋
又
は
区
域
が
、
こ
れ
ら
の
物
質
の
同
一
性
、
濃
度
、
純
度
及
び

安
定
性
並
び
に
安
全
な
保
管
を
確
保
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
試
験
を
実
施
す
る
部
屋
又
は
区
域
と
分
離

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

七

試
験
計
画
書
、
最
終
報
告
書
、
生
デ
ー
タ
、
標
本
そ
の
他
の
当
該
試
験
に
関
連
す
る
資
料
を
適
切
に
保
存
で
き

る
資
料
保
管
施
設
を
有
す
る
こ
と
。

八

廃
棄
物
に
つ
い
て
、
試
験
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
適
切
に
収
集
、
保
管
及
び
処
理
が
行
わ
れ
る
こ
と
。

（
機
器
、
材
料
及
び
試
薬
）

第
十
二
条

試
験
成
績
の
作
成
に
使
用
さ
れ
る
機
器
、
施
設
の
環
境
を
保
持
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
機
器
そ
の
他
試

験
を
行
う
た
め
に
必
要
な
機
器
（
以
下
単
に
「
機
器
」
と
い
う
。）は
、
適
切
に
設
計
さ
れ
、
十
分
な
処
理
能
力
を
有

す
る
と
と
も
に
、
適
切
に
配
置
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

機
器
管
理
責
任
者
は
、
標
準
操
作
手
順
書
に
従
い
、
定
期
的
に
機
器
の
保
守
点
検
、
清
掃
及
び
較こ
う

正
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
記
録
し
、
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

試
験
で
使
用
さ
れ
る
機
器
及
び
材
料
は
、
試
験
系
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

試
薬
及
び
溶
液
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
試
薬
等
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
名
称
、
保
管
条
件
、
使
用
期
限
そ
の

他
試
薬
等
を
特
定
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
表
示
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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